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 健常成人 10 名を対象に、実験Ⅱで行う被験作業時の嚥下量の基準を設定するため、緑茶における至適嚥下量を以
下の方法で測定した。被験食物 100 ml を入れたコップを被験者に持たせ、一回で嚥下できる量を口腔に含ませた。
口唇を閉鎖し、舌尖が下顎前歯の舌側面に触れた状態で待機させておき、実験者の合図の後、被験者の自由意志に従
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と 0 mV との間の面積をもって定義し検討した。 
【結果】 
実験Ⅰ 
 全被験者を通じて得られた至適嚥下量の最大値は 28.5［ml］、最小値は 10.9［ml］、平均値は 17.5±5.5［ml］で
あった。 
実験Ⅱ-A 



























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、嚥下運動の口腔相から咽頭相への移行段階における舌および軟口蓋の協調性の有無を明らかにするため
に、嚥下量と粘度を変化させた場合の口蓋帆挙筋と口蓋舌筋の活動を指標として、移行段階での送り込み時間と口峡
の開大量について検討したものである。 
 その結果、口峡の開大量の指標となる口蓋帆挙筋活動量は嚥下量の増加に伴い増加し、粘度の上昇に伴い減少し、
移行段階の時間は被験者間で一様ではなく、嚥下量、粘度の影響を受けず一定である可能性が示唆され、舌および軟
口蓋の協調性の存在が明らかになった。 
 以上の結果は、正常な嚥下活動の制御機構に極めて重要な知見を呈示したものであり、博士（歯学）を授与するに
値する。 
